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ょ
っ
と
し
た
不
調
に
こ
だ
わ
る
が
、
専
門
的
な

診
察
や
検
査
で
異
常
が
見
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
つ
ま
り
、
身
体
医
学
的
な
保
証
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
不
調
に
必
要
以
上
に
こ
だ
わ

っ
て
重
大
な
病
気
を
患
っ
て
い
る
と
思
い
込
む

傾
向
が
強
く
な
る
の
だ
。

老
年
期
う
つ
病
の
特
徴
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

①
初
老
期
―
老
年
期
に
発
症
す
る
。
老
化
に

は
個
人
差
が
あ
る
。
55
〜
65
歳
？

②
抑
う
つ
気
分
、
悲
観
的
、
精
神
運
動
抑
制
、

睡
眠
障
害
、
食
欲
低
下
、
微
小
妄
想
、
な
ど
の

定
型
的
う
つ
病
症
状
は
、
初
期
に
は
出
現
し
に

く
い
。
む
し
ろ
身
体
的
不
定
愁
訴
か
ら
心
気
的

と
な
り
、
更
に
そ
れ
が
心
気
妄
想
へ
と
発
展
す

る
。
ま
た
は
貧
困
妄
想
、
罪
業
妄
想（
全
て
の

失
敗
を
自
分
の
せ
い
と
し
て
、
自
分
を
責
め
る
）

や
、
被
害
関
係
妄
想（
た
と
え
ば
、
ご
近
所
が

自
分
の
悪
口
を
言
っ
て
い
る
）な
ど
を
来
た
し

や
す
い
。
ま
た
は
、
不
安
焦
燥
感
、
苦
悶
、
不

穏
な
ど
の
症
状
が
前
景
に
た
つ
こ
と
が
多
く
、

患
者
は
イ
ラ
イ
ラ
し
て
徘
徊
し
た
り
、
緊
張
し

た
表
情
で
多
弁
に
症
状
を
訴
え
た
り
す
る
。

③
発
症
に
は
外
的
要
因
の
関
与
が
多
く
み
ら

れ
る
。
先
ほ
ど
述
べ
た
老
年
期
特
有
の
心
理
状

態
で
あ
る
。

④
発
病
は
比
較
的
ゆ
る
や
か
で
、
初
期
に
は

身
体
的
不
定
愁
訴
な
ど
が
前
面
に
た
ち
、
精
神

症
状
は
目
立
た
な
い
こ
と
が
多
い
。
徐
々
に
心

気
的
傾
向
や
悲
観
的
傾
向
、ま
た
不
安
焦
燥
感
、

抑
う
つ
気
分
な
ど
が
は
っ
き
り
し
て
く
る
。
更

に
、
心
気
妄
想
、
貧
困
妄
想
、
罪
業
妄
想
な
ど

精
神
病
的
色
彩
の
強
い
病
状
と
な
る
。
経
過
は

長
期
化
し
、
予
後
は
お
お
む
ね
ね
不
良
と
い
わ

れ
て
い
る
。

⑤
病
前
性
格
と
し
て
は
、
生
真
面
目
、
頑
固
で

融
通
が
利
か
な
い
。
小
心
。
抑
圧
的
。
過
度
に

良
心
的
。
完
全
主
義
者
。
そ
し
て
強
迫
傾
向
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
一
般
的
な
う
つ
病
の
病
前
性

格
は
、
正
直
、
几
帳
面
、
強
い
正
義
感
で
、
周

り
か
ら
は
信
頼
さ
れ
、模
範
的
な
人
と
言
わ
れ
、

老
年
期
う
つ
病
の
病
前
性
格
と
は
違
う
よ
う
で

あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
全
て
満
た
す

典
型
的
症
例
は
、
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
体
力
も
精
神
力
も
充
実
し
た
壮
年
期
か

ら
老
年
期
へ
と
移
行
す
る
衰
退
の
時
期
と
し

て
、初
老
期
〜
老
年
期
の
精
神
障
害
の
病
因
は
、

従
来
は
生
物
学
的
な
退
行
過
程
が
重
視
さ
れ

て
き
た
。

し
か
し
、
老
年
期
う
つ
病
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
だ
け
に
原
因
を
お
く
に
は
退
行
過
程
の

実
証
が
明
確
で
な
い
。
も
っ
と
、
心
理
、
社
会

的
問
題
も
含
め
て
、
総
合
的
に
病
因
を
探
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

高
齢
者
の
う
つ
病
で
は
、「
頭
が
働
か
な
い
」

や「
考
え
が
ま
と
ま
ら
な
い
」な
ど
、
記
憶
力
、

判
断
力
、
集
中
力
の
低
下
の
み
を
訴
え
る
こ
と

も
多
い
。
但
し
、
よ
く
話
を
聞
く
と
、
抑
う
つ
気

分
や
興
味
の
喪
失
な
ど
う
つ
病
症
状
が
あ
る
。

ま
た
、
認
知
症
の
初
期
症
状
に
は
、
記
憶
力

や
判
断
力
の
低
下
の
ほ
か
に
、
意
欲
の
低
下
を

示
す
こ
と
も
多
い
。
特
に
高
齢
者
の
う
つ
病
と

認
知
症
の
初
期
症
状
は
よ
く
鑑
別
が
必
要
で

あ
る
。
ち
な
み
に
、
前
号
で
紹
介
し
た
国
際
疾

病
一
覧
表
Ｉ
Ｃ
Ｄ
―
10
、
Ｄ
Ｓ
Ｍ
―
Ⅳ
―
Ｔ
Ｒ

の
感
情
と
気
分
障
害
の
分
類
に
は
、
両
方
と
も

に
老
年
期
う
つ
病
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
。
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老
齢
人
口
の
増
加
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
罹

患
疾
患
の
多
様
化
や
増
加
が
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。

老
齢
者
は
健
康
で
あ
り
た
い
と
思
い
つ
つ
、

加
齢
に
伴
う
心
理
的
ス
ト
レ
ス
、
身
体
的
老
化

現
象
に
適
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
若
い
頃
と

同
じ
よ
う
に
活
動
し
た
い
、
老
化
し
た
く
な
い
、

若
く
あ
り
た
い
と
素
朴
に
思
う
一
方
、
素
直
に

老
化
と
い
う
自
然
な
過
程
を
受
け
入
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

高
齢
者
に
発
症
す
る
精
神
障
害
の
一
例
と
し

て
老
年
期
う
つ
病
を
取
り
上
げ
た
い
。

「
う
つ
病
は
心
の
風
邪
」と
か
言
わ
れ
る
が
、

ご
く
軽
症
例
を
除
い
て「
風
邪
」レ
ベ
ル
の
病
気

と
考
え
て
は
い
け
な
い
。
感
情
障
害
、
気
分
障

害
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る（
Ｉ
Ｃ
Ｄ
―
10
、
Ｄ
Ｓ

Ｍ
―
Ⅳ
―
Ｔ
Ｒ
な
ど
の
疾
患
分
類
、
詳
し
く
は

前
号
参
照
）の
だ
。

症
状
の
第
一
に
感
情
、
気
分
の
障
害
、
つ
ま

り「
抑
う
つ
気
分
」が
あ
る
。
は
っ
き
り
し
た
原

因
は
な
く
気
分
が
憂
鬱
で
、
全
て
が
面
白
く
な

く
な
る
。
き
っ
か
け
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
れ
は
原
因
で
は
な
い
。

何
か
思
い
当
た
る
ス
ト
レ
ス
の
よ
う
な
原
因

が
あ
っ
て
、
う
つ
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
な
ら
、

う
つ
病
で
は
な
く「
抑
う
つ
反
応
」と
い
う
。
ち

ょ
っ
と
前
ま
で
、
脳
自
体
に
原
因
が
あ
る
こ
と

か
ら「
内
因
性
う
つ
病
」と
も
い
わ
れ
て
い
た
。

抑
う
つ
気
分
に
加
え
、
以
前
は
興
味
の
あ
っ

た
こ
と
に
興
味
を
も
て
な
い
。
意
欲
や
思
考
能

力
の
低
下（
精
神
運
動
抑
制
）。
睡
眠
障
害（
不

眠
、
過
眠
）。
不
安
焦
燥
感
。
食
欲
低
下（
体
重

減
少
）。
性
欲
低
下
。
疲
労
感
。
全
身
倦
怠
感
。

自
責
感
。

特
に
、
微
小
妄
想（
何
事
に
つ
い
て
も
悲
観

的
で
、
将
来
に
つ
い
て
も
希
望
が
な
く
、
生
き

て
い
て
も
意
味
が
な
い
な
ど
）に
よ
り
自
殺
念

慮
が
生
じ
、
自
殺
を
企
て
た
り
遂
げ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
。

ま
た
、
抑
う
つ
気
分
や
精
神
運
動
抑
制
に
は

日
内
変
動
が
あ
り
、
午
前
中
に
よ
り
症
状
が
現

れ
や
す
い
の
でM

orning
D
epressoin

と
い

う
症
状
も
み
ら
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
状
態
が
2

週
間
続
く
と
、「
う
つ
病
」と
診
断
し
て
い
い
。

原
因
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
、
脳
の
神
経

伝
達
物
質
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
結
果
と
い
う
の

が
一
番
有
力
な
仮
説
で
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
、
ノ
ル
ア

ド
レ
ナ
リ
ン
な
ど
が
代
表
的
存
在
で
あ
る
。
抗

う
つ
剤
も
、
こ
れ
ら
の
神
経
伝
達
物
質
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

老
年
期
に
は
、
自
分
に
と
っ
て
大
切
な
も
の

を
失
う「
喪
失
体
験
」と
い
う
か
、
愛
着
を
持
ち

欲
求
を
向
け
て
い
た
対
象
や
、
自
己
価
値
を
支

え
て
き
た
も
の
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
よ
く
起
こ

り
え
る
。

定
年
退
職
。
子
供
と
の
同
居（
子
供
の
扶
養

家
族
に
な
る
）と
い
っ
た
環
境
の
変
化
。
知
的

能
力
や
体
力
の
低
下
な
ど
身
体
の
変
化
。
配
偶

者
や
同
級
生
や
友
人
の
死
。
子
供
の
自
立
と
い

っ
た
対
人
環
境
の
変
化
。

つ
ま
り
、
自
分
が
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
環
境

や
、
自
分
を
裏
付
け
て
き
た
自
己
像
が
揺
ら
ぐ

背
景
に
は
、
人
生
を
と
も
に
し
て
き
た
仲
間
が

次
々
に
い
な
く
な
り
、
孤
独
感
を
感
じ
さ
せ
る

出
来
事
が
多
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
現
実
に「
否
認
」と
い
う
心
理
的

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
き
、
ち
ょ
っ
と
し
た
体
調
の
悪

化
か
ら
心
気
的
訴
え
が
増
え
て
く
る
。
体
の
ち

第
三
十
七
話

福
島
淳
イ
ラ
ス
ト
・
福
島
マ
ル
ゲ
リ
ー
タ

老
年
期
う
つ
病


